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立春が過ぎしばらく寒い日が続きましたが，ようや
く陽の光も和んできたようです。逆に今年の 3 月は，
気温が高めに経過しそうと天気予報では伝えています。
それでも三寒四温。ひと雨ごとに気温も上がってくる
ようですが，寒い日もまだまだありそうです。皆様に
おかれましてはいかがお過ごしでしょうか。インフル
エンザ，花粉症と油断はできません。体調には十分ご
配慮ください。

最近，将来の医師数不足を警告する報道を耳にしま
した。特に地域による偏在が問題で，大都市圏に医師
が集中し，地方では医師不足が深刻になるとのことで
す。でも，頭数だけ揃えれば良いというものでもなく，
質をどう担保するかという面での卒前・卒後教育およ
び研修の体制を充実させるのも大事と思います。かな
り以前に聞いた話ではあるのですが，ある地方の自治
体が運営する病院（要するに市民病院）に 1 人医長とし
て赴任していた眼科医が，東京で開催される学会に出
席しようとして出張を申請したところ，まだ学会で勉
強しなければいけないような人が医長として勤務され
ていては困ると言われたとのこと。すったもんだの末
ようやく認めてくれた旅費が，高速バスの使用を前提
とした額だったということです。今はその施設ではそ
のようなことはないと思いますが，地方の医療機関で
仕事をしている場合，学会参加ひとつをとってもなか
なか難しいのは現在でもあまり変わりないように思い

ます。医者も気が滅入るし，加えて日常の激務を考え
れば辞めたいと思うのも仕方ないかもしれません。負
のスパイラルです。現在の医療は，超過勤務を健気に
こなす医師のサービス精神によって成り立っていると
思います。医師はサービス精神を当然持つべきですが，
それに頼る医療しか施策できない現状も悲しいもので
す。

さて，気を取り直して，今月号の特集は，“調節機
能：基礎から臨床まで”です。調節機能不全（老眼）を
対象としたサプリメントが大はやりとのこと。しかし
我々としては，その裏に潜む眼の障害をしっかりと把
握しておかなければなりません。それでこそプロであ
り，そのことで患者は医師を尊敬するのだと思います。
サプリメントに負けてはいられません。綜説は，これ
も今はやりの（？）後天急性内斜視，いわゆるスマホ使
いすぎの内斜視と，ぶどう膜炎に対する生物製剤治療
の現状です。機器・薬剤紹介は，画像が合成できる
OCT Angiography の紹介，橋渡し研究アップデート
は，神経保護についてです。さらに今回は「原著」

「臨床報告」「私の経験」が各 1 本ずつ掲載されていま
す。少しずつ 『眼科』 への投稿論文も増えているよう
です。さらに多くの読者の方が本誌の紙面を活用して，
自身の研究成果や経験をご発表いただければ幸いです。
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